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長
の

つ
ぶ
や
き

　

10
月
第
２
日
曜
日
の
秋

季
大
祭
・
神み

こ
し輿
御
神
幸
で

御
浜
下
り
を
行
っ
て
い
た

川
辺
・
十
二
所
神
社
で
古

い
文
書
が
見
つ
か
っ
た
と

連
絡
が
あ
り
、
拝
見
で
き

ま
し
た
。

　

同
神
社
の
由
緒
は
、
奈

良
時
代
の
７
６
５
年
に
京

都
賀
茂
神
社
か
ら
派
遣
さ

れ
た
香か

山や
ま

氏
が
代
々
神
主

を
務
め
、
鎌
倉
時
代
の
１

２
４
８
年
に

熊
野
十
二
所

大
明
神
が
合ご

う

祀し

さ
れ
た
と

伝
わ
り
ま
す
。

　

10
点
余
り

の
古
文
書
の

う
ち
数
点
が

神
官
・
香
山

氏
が
神
主
と

し
て
奉
仕
す

る
た
め
に
１

６
９
１
（
元

禄
４
）
年
以

降
与
え
ら
れ

た
「
神し

ん

道と
う

裁さ
い

許き
ょ

状じ
ょ
う

」で
す
。

　

文
書
の
中

で
注
目
し
た

の
は
明
治
維

新
に
な
り
、

栢
田
村
の
神

主
・
香
山
氏
ら
に
「
神
葬
祭
の
動
き
」
が
見

ら
れ
た
こ
と
で
す
。
１
８
６
８
（
明
治
元
）

年
12
月
、
香
山
氏
ら
神
官
３
人
は
現
在
の
千

葉
県
庁
に
あ
た
る
「
知
縣
事
役
所
」
宛
て
に

「
妻
子
、
家
族
と
も
神
葬
祭
と
す
る
」
内
容

の
願
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
動
き
は
江
戸
時
代
中
期
に
も
あ

っ
た
よ
う
で
、
当
時
神
道
界
に
影
響
の
あ
っ

た
京
都
・
吉
田
家
か
ら
香
山
氏
宛
て
の
１
７

９
３（
寛
政
５
）年
12
月
の
文
書「
神
道
葬
祭

略
次
第
」が
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
明
治
維
新
以
降
、
同
神
社
の
氏
子

の
間
に
「
神
葬
祭
」
が
広
ま
る
こ
と
は
な
く
、

葬
儀
は
仏
式
の
ま
ま
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

同
神
社
の
所
在
地
は
川
辺
村
で
す
が
、
江

戸
時
代
の
神
道
裁
許
状
に
は
「
匝
瑳
郡
南
条

荘
飯
倉
郷
堀
川
村
十
二
所
権
現
」
と
書
か
れ

て
い
ま
す
。
９
３
０
年
代
成
立
と
さ
れ
る

「
和わ

名み
ょ
う

抄し
ょ
う

」
の
古
代
匝
瑳
郡
18
郷
に
「
飯
倉

郷
」
は
見
ら
れ
ず
、
そ
の
後
に
で
き
た
郷
名

で
し
ょ
う
。
鎌
倉
時
代
末
期
ご
ろ
ま
で
市

域
南
部
が
熊
野
三
山
神
社
（
現
在
の
和
歌
山

県
）
の
荘
園
だ
っ
た
こ
と
に
由
来
す
る
の
で

し
ょ
う
。

　

こ
こ
に
記
載
さ
れ
た
「
堀
川
村
」
は
江
戸

時
代
の
川
辺
、
蕪
里
、
堀
川
小
屋
、
栢
田
の

４
カ
村
と
さ
れ
、
明
治
時
代
の
「
一
村
一
社

制
度
」
な
ど
を
経
た
現
在
で
も
川
辺
、
堀
川
、

栢
田
集
落
の
４
０
０
人
余
り
が
氏
子
と
さ
れ

ま
す
。
今
年
の
「
神
輿
御
神
幸
」
は
神
社
境

内
で
行
わ
れ
る
そ
う
で
、
時
代
に
対
応
し
た

伝
統
行
事
の
継
承
が
な
さ
れ
る
そ
う
で
す
。

（
市
文
化
財
審
議
会
委
員
・
依
知
川
雅
一
）
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10
月
は
、
豊
富
な
秋
の
味
覚
が
楽
し
め
る

季
節
で
す
。
旬
を
迎
え
る
食
べ
物
に
も
い
ろ

い
ろ
あ
り
ま
す
が
、
執
筆
中
の
今
夜
は
サ
ン

マ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
近
年
、
不
漁
続
き

で
し
た
が
、
今
年
の
サ
ン
マ
は
豊
漁
で
身
が

大
き
く
脂
が
乗
っ
た
様
子
か
ら
、「
奇
跡
の

サ
ン
マ
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

し
っ
か
り
塩
を
振
っ
て
焼
い
た
サ
ン
マ
は
す

ご
く
ふ
っ
く
ら
し
て
と
て
も
ジ
ュ
ー
シ
ー
で

す
ね
。匝
瑳
市
産
の
新
米
と
の
相
性
も
抜
群
。

皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
食
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

さ
て
、
来
月
11
月
は
「
東
京
２
０
２
５
デ

フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
デ
フ

リ
ン
ピ
ッ
ク
と
は
、
デ
フ
＋
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
こ
と
で
デ
フ
（
Ｄ
ｅ
ａ
ｆ
）
と
は
、
英
語

で
「
耳
が
き
こ
え
な
い
」
と
い
う
意
味
に
な

り
ま
す
。
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
国
際
的
な

「
き
こ
え
な
い
・
き
こ
え
に
く
い
人
の
た
め

の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
で
あ
り
、
１
９
２
４
年

の
パ
リ
大
会
か
ら
お
お
む
ね
4
年
に
1
度
、

夏
季
大
会
と
冬
季
大
会
が
そ
れ
ぞ
れ
開
催
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
今
回
、
日
本
で
の
初
開
催

と
な
り
、
開
催
１
０
０
周
年
の
記
念
す
べ
き

大
会
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。
東
京
大
会
は
70

以
上
の
国
と

地
域
か
ら
約

３
０
０
０
人

の
選
手
が
参

加
し
、
11
月

15
日
に
開
幕
。
競
技
は
11
月
14
日
か
ら
始
ま

り
、11
月
26
日
の
閉
会
式
ま
で
陸
上
や
水
泳
、

柔
道
な
ど
21
競
技
が
東
京
を
中
心
と
し
た
会

場
で
行
わ
れ
ま
す
。
私
も
年
に
数
回
で
は
あ

り
ま
す
が
市
内
の
手
話
サ
ー
ク
ル
に
参
加
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
大
会
の
開
催
を
機
会
に

デ
フ
ス
ポ
ー
ツ
や
聴
覚
障
害
や
手
話
へ
の
理

解
、
互
い
の
違
い
を
認
め
、
尊
重
し
合
う
共

生
社
会
づ
く
り
が
広
が
っ
て
い
く
き
っ
か
け

に
な
れ
ば
い
い
な
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
大
会
か
ら
目
で
世
界
を
捉
え
る
人

た
ち
の
身
体
感
覚
と
日
本
の
手
話
を
ベ
ー
ス

に
音
声
を
使
わ
ず
に
会
場
全
体
の
一
体
感
を

生
み
出
す
、
応
援
の
た
め
の
手
話
「
サ
イ
ン

エ
ー
ル
」
が
新
た
に
作
ら
れ
ま
し
た
。
ぜ
ひ

こ
の
機
会
に
応
援
に
行
っ
て
、
出
場
す
る
選

手
た
ち
へ
サ
イ
ン
エ
ー
ル
の
応
援
パ
ワ
ー
を

み
ん
な
で
届
け
ま
し
ょ
う
！
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